
 

 

 
 
 
（例１）右の三角柱の底面積と

側面積と表面積を求めなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
（ポイント） 

☆展開図をかくとわかりやすい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
底面積：立体の１つの底面の面積 
側面積：立体の側面全体の面積 
表面積：立体の表面全体の面積 

 
（解答） 
★底面積を求める 
展開図を見ると底面は直角三角形である。 
底辺が３ｃｍ、高さが４ｃｍなので、底面の直角三

角形の面積は、 
３×４÷２＝６ 

                    答 ６ｃｍ２  

★側面積を求める 
展開図を見ると側面は長方形である。 
縦の長さは６ｃｍ、 
横の長さは１２ｃｍ 
側面積は６×１２＝７２ 
              答 ７２ｃｍ２  
   
★表面積を求める 
（表面積）＝（側面積）＋（底面積）×２ 

＝ ７２＋６×２  
     ＝ ７２＋１２   底面が２つあるので 
     ＝ ８４ 
              答 ８４ｃｍ２  
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
（問１）右の三角柱で、次の問いに答えなさい。 
 
（１）底面積を求めなさい。 
 
底面は直角三角形である。 

底辺が６ｃｍ、高さが８ｃｍ

なので、底面の直角三角形の

面積は 
６×８÷２＝２４ 

      答 ２４ｃｍ２  
 
（２）側面積を求めなさい。 
    
側面の展開図は長方形である。縦の長さは１０ｃｍ、 
横の長さは２４ｃｍなので、 
      
    ８＋６＋１０＝２４ 
 １０×２４＝２４０ 
              答 ２４０ｃｍ２  
（３）表面積を求めなさい。 
 
三角柱では、底面が２つあることに気をつけると、 
（表面積）＝（側面積）＋（底面積）×２ 

＝ ２４０＋２４×２ 
     ＝ ２４０＋４８ 
     ＝ ２８８ 
              答 ２８８ｃｍ２  

 

（問２）右の三角柱で、次の問いに答えなさい。 
 
（１）底面積を求めなさい。 
 
底面は直角三角形である。 

底辺が２５ｃｍ、高さが１２ｃ

ｍなので、底面の直角三角形の

面積は 
２５×１２÷２＝１５０ 

      答 １５０ｃｍ２  
 
（２）側面積を求めなさい。 
    
側面の展開図は長方形である。縦の長さは１８ｃｍ、 
横の長さは６０ｃｍなので、 
      
  ２０＋１５＋２５＝６０ 
 １８×６０＝１０８０ 
              答 １０８０ｃｍ２  
（３）表面積を求めなさい。 
 
三角柱では、底面が２つあることに気をつけると、 
（表面積）＝（側面積）＋（底面積）×２ 

＝ １０８０＋１５０×２ 
     ＝ １０８０＋３００ 
     ＝ １３８０ 
              答 １３８０ｃｍ２  
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